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スファチジルコリン (eggPC) と1， 2-ジミリス
トイルアミド 1， 2-デオキシフォスファチジルコ
リン (DDPC)の比が， 3 2の場合が高く， IMPT
-リボソームでは，ジミリストイルフォスファチジル


































































































は， MHCクラス IKd拘束性の CD8陽性T細胞で，
BALBRVDだけでなく，他の 4種の同系白血病細
胞に対してもキラー活性を有した。同時に行ったカ
ラゲナン投与による CTL誘導抑制試験は， CBE-リ
ポソーム免疫群でキラー活性が減弱したが， IMPT 
-リポソーム免疫群では，変化しなかった。
4IMPT-リポソーム免疫群では， BALBRVD生細胞
の攻撃接種に対し， CBE単独及びCBE-リポソーム
免疫群に比べて，強い腫蕩増殖抑制効果が認められ
た。また，抗 BALBRVD-CTLが交叉反応を示した
同系白血病細胞に対しては，腫蕩増殖抑制もしくは
腫虜拒絶促進効果は認められなかった。
考察
CBE-リポソーム及び IMPT-リポソーム免疫群は，
CBE単独免疫群に比べて，CTL誘導能が高かった。ま
た， IMPT-リポソーム免疫群は， CBE単独及びCBE
-リポソーム免疫群に比べて，強い腫虜増殖抑制効果が
認められた。即ち，抗腫虜免疫増強効果は，どちらの
リポソームにも認められるものの， IMPT-リポソーム
の方がより強い効果をもっと考えられた。さらに，そ
のメカニズムについて検討すると， CBE-リポソーム
は，貧食細胞による取り込みが低く，誘導されるキラー
活性はカラゲナン処置により減弱し，一方， IMPT-リ
ポソームは，移入細胞膜表面分子の糖鎖が安定に発現
しており，貧食細胞によって取り込まれやすく，カラ
ゲナン処置によりキラー活性が変化しなかった。この
ことを考え合わせると， CBE-リポソームによる免疫
増強効果は，抗原提示細胞依存性であり，一方， IMPT
-リポソームによる免疫増強効果は，抗原提示細胞依存
性の機構のほかに，抗原提示細胞非依存性の機構をも
効果的に作動させると考えられた。以上より， IMPT 
-リポソームの利用は，腫虜抗原解析の有効な手段とな
るばかりでなく，抗腫虜ワクチンとしての応用も期待
される。
医学研究科委員会は，審査員の報告に基づいてこれ
を討論に付して審査した結果，学位に値するものと判
定した。
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